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楽しかった敬老会
　湯前町社会福祉協議会湯愛

（武藤勇治センター長）にて、
９月１０日〜１３日に敬老会
が行われました。同施設では

「湯愛敬老週間」にちなんで、
いろいろな演舞や出し物等で、
施設利用者を楽しませておら
れました。ひまわりの会・山
口社中・３Ｂスミレの会・プ
アりり上の会など、地域のボ
ランティアの方々も数多く参

加され、会場内は笑いの絶えない、とても賑やかな敬老会になってい
ました。同施設の最高齢利用者の吉田よしえさん（９９）は、「最高
でした。とても楽しい気分にさせていただきました。また来年も楽し
みにして長生きします」と、とても上
機嫌でおられました。又、同デイサー
ビススタッフの方々も湯愛敬老週間に
向けて、毎日夜遅くまで準備等をされ
ていたそうです。利用者の方々に少し
でも楽しんでもらえればと、精力的に
活動されていて、利用者の方々と一緒
になって、楽しんでおられるスタッフ
の方達の素敵な笑顔がとても印象的で
した。

湯前町社会福祉
協議会　湯愛

湯前町野中田

　甲斐　誠一さん
　　　　ケイ子さん
　どこに行くにも、何をするに
も二人一緒という仲睦まじい甲
斐さん夫婦。50 年を振り返る
と「農業で忙しく働いた」と答
えられます。米・コショウ・も
ち麦 ( 黒麦 ) などを作られる農
家で、平成 2 年からは稲作を
合鴨農法で始められ、自然農法
湯前普及会を立ち上げ、現在で
は会員30名程になるそうです。
現在も農作業で忙しく働かれる
二人ですが、ご主人は、趣味のウナギ・魚獲りなどをしたり、奥さん
は加工品 ( まんじゅう・巻き寿司 ) を作って、農協や湯芽科房などに出
されています。「農業がきついと思った事はない。楽しくてしょうがな
い」と笑顔で話をされる所がとても印象的です。11 月には、福岡に住
んでいる娘さんからのプレゼントで、北海道旅行に行くとの事で、と
ても楽しみにされています。「この 50 年があったのも、家族の支え・
地域の皆さんのお蔭です」と感謝の気持ちを話されていました。
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　今年は、高齢者
が道路を歩いて横
断中に交通事故に
遭い、亡くなられ
るケースが多発す
るなど、高齢者の
死者が全交通事故
死者数の約７割
を占めています。

苦楽をともに半世紀
　９月１２日に「熊日金婚夫婦表彰伝達式」が、湯前町では湯前町
保健センター、水上村では市房観光ホテルで開催されました。
　今年は、湯前町で１２組、水上村では８組のご夫婦が表彰されま
した。そこで、湯前町、水上村でそれぞれ１組のご夫婦に、５０年
を振り返ってお話を伺いました。

第５４回熊日金婚
夫婦表彰伝達式
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　今回は、水上元
気クラブ「洋裁教
室 」( 講 師： 甲 斐 
久 美 子 さ ん ) を 紹
介します。受講生
は 22 名、 毎 週 金
曜 日 ( 夜 7：30 〜
10：30) 土曜日 ( 朝
9：00 〜 11：00)
に分かれて岩野公
民館の中研修室に
て行われています。
この教室では、洋

服 ( モンペ・パンツ・ブラウス ) や小物類など作られており、型紙作り
から完成まで本格的な流れの手順で、皆さん黙々と作業されていまし
た。受講生の椎葉 好枝さんは「本格的にするのは初めてだけどとても
楽しい。先生のわかり易い説明と人柄がとてもいいですね」とコメント。
隣にいらっしゃった受講生の上原 桂子さんは「最高齢の椎葉さんから
毎回元気をもらってます。自分で最後まで作って完成した時の喜びは
なんとも言えません」と話されていました。「皆さん楽しんで作ってい
るのを見て、教えてよかったと本当に思う。受講生の方の元気に負け
ないよう自分も頑張っていきたい」と講師の甲斐さん。和気あいあい
で楽しい “ 洋裁教室 ” を皆さんも一緒にやってみませんか？
受講生募集中です！！ ( 問い合わせ ) 水上元気クラブ事務局
( 岩野公民館 教育委員会内 ) 担当：幸野・那須　TEL 44-0333

洋裁教室

　　水上村湯山舟石

　　西本　末喜さん　  トキエさん
　永いようで短かった５０
年を一言で表すと「七転び
八起きの 50 年」と答えら
れる西本さん夫婦。元々は
兼業農家で、30 年程自分の
山の植林を、従業員を雇っ
てされていたそうです。子
守りをしながら仕事をされ
ていたこともあり、近所や
知り合いの人からは「そぎゃ
んがまだしてどぎゃんすっ
と〜」などと言われていた
そうです。「苦労したけど、
楽しかった」と口を合わせ

て笑顔で話されます。今後は、奥さんが 14 〜 5 年されている漬物な
どの加工品を作って、物産館などに出したりなど「お互いの趣味を尊
重して、励まし合いながら頑張っていきたい」と話されていました。


